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立冬が近づき、もうすぐ暦の上では冬がやってくるはずなのに、日中はまだ夏のように暑い日もあります

ね。散歩では時折吹く風の冷たさを感じながら、色とりどりの葉っぱの山に、子どもたちは目を輝かせてし、

ます。落ち葉や木の実を集めて、ままごと遊びや製作に使って遊ぶのがこれから日課となっていくことでし

ょう。子どもたちにとって、秋の自然は宝の山のようですね。屋外での活動前にはたくさん運動をして、身

体を温めてから遊ぶなど、一日の寒暖差に負けない身体づくりができるようにしてし、きたいと思います。

<運動会を終えて…>

新型コ□ナウイルス感染症対策が緩和された今年は全クラス合同で開催をすることができました。

幼児クラスの方にはお友だちと協力をしながら一生懸命頑張る姿を、乳児クラスの方にはお子さまが大き

くなっていく上での見通しをお見せすることができたのではないでしょ

うか。 きゴ

子どもたちが見せてくれたひとっ叱 っの表情は・きっとそれぞれが
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　　　　　感じた緊張感からくるものだったのではないかと思います。

芯饗宴慧蜜驚き驚憲三蕩膏の行事を機に 、.鶴舞遥.
予想外の暑さで、保護者の皆様におかれましても大変だったかと思い 、頴‐“コニ

ー

ますが、たくさんのご声援温かいまなざしをありがとうございました。
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<懇談会アンケート結果>

「0月 14 日 (土)にクラス懇談会を開催いたしました。全体会ではコ□ナが5類になってからの子ども

たちの生活の変化 (地域とのかかわりや行事、食事など)を映像を用し、てお伝えをし、クラス懇談会では4

月から今までの様子や今後の見通し、保護者同士の交流などを行うことができました。ご多用の中51 家庭

の保護者の皆様に参加いただき有意義な時間を過ごすことができました。ありがとうございました。

アンケートを取らせてし、ただいた結果44 件ご回答いただきました。別紙を挟ませていただきますのでご覧

ください。



<お知らせ>

■1「月 1日より栄養士「名姉妹園に異動になります。

■4歳児クラス「名、入園します。

■第三者評価アンケートを配布いたします。今年度は QR コードを読み込んで回答いただ<形となりますの

でご協力のほどお願し、いたします。

■品川区より年末保育のお知らせが来ております (「2月29 日、30 日)掲示してありますので、ご利用

される方はご確認<ださし、。

.

~今月の予定~ メ
ド
か

4日 (土) 運動会 20 日 (月) スポーツプ□ジェクト (5歳児)
8日 (水) 体育指導 (幼児) 22 日 (水) 杉アート (5歳児)
13 日 (月) し、もぼり (5歳児) 24 日 (金) 全園児健診 " ふ

‘き＼〃 /15 日 (水) 異文化交流 (幼児) 28 日 (火) 異文化交流 (幼児)

※身体計測は上旬に予定しております。佃 (木)誕生会 *
呈露
審議きい*誓

　　　　　　　



e, 保育のページ .a,
保育のページでは、先月の様子と今月の保育目標を載せてし、きますので、ぜひご覧ください。

10 月 31 日のノ＼□ウィンに向けて緩衝材を使ったスタンピングを行いました。かぼちゃの形の画用紙を見る
と「かぼちゃだ !」「なに?」と興味津々な様子で製作活動を楽しんでいます。好きな色の絵の具をつけてスタ

・↑鴬キリ ンピングをし、保育者の『ポンポンするんだよ』『ピンクと青だね』の言葉を真似て「ポンポン」「ピンク !
あお !」と□にしながら思い思いにスタンプを楽しんでいました。また、戸外活動ではどんぐり公園や特別養護老人ホー
ムの芝生へ行き、鬼ごっこやかくれんぼなどの沢山身体を動かす遊びを取り入れています。
生活面では、少しずつ出来る事が増えてきた子どもが多く、着脱でも自分でやってみようとする姿が増えてきました。自
分からズボンや靴下に手を掛けて脱ごうとする姿や、思い通りにいかない時には「できない」「やって」と言葉でも少し
ずつ伝えられるようになってきています。これからも見守りながら、さりげなく援助をして達成感を感じられるようにし
ていきたいと思います。来月も秋の季節を感じながら沢山身体を動かして遊び、楽しく過ごしていきたいと思います。
(角 南 )- - ′ ‐ー

<今月の目標>

・身の回りのことに興味を持ち、保育者等に手伝って

もらいながら出来る喜びを味わう

・秋ならではの自然に触れる事を楽しむ

少しずつ過ごしやすい気温になり、子どもたちも戸外活動の前には「おそとすずしいよ !」「ジャンパ　　　　　
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勘~γ 通わせる姿が増えてきています。その一方、玩具の取り合いや嫌な気持ちになった時、言葉が出ない
事や友だちに思いをぶつける姿もまだまだ見られます。遊びの中で保育者に見守られながら、「いやだったよ」「あ
とでかしてあげるね」など優しい言葉で友だちと関わっていけるようにしたいと思います。
日々の食事でも、おなかと机をくっつけて食べる事、足を閉じて座る事、食具を持っていない手はお皿に添えるな
ど、少しずつ保育者と一緒に行いながら意識していく様子があります。竹 月から幼児と同じように2品盛り (主
菜、副菜が同じ皿) になり、好きなものだけでなくまんべんなく食べ進める事や、大きな□に入り切る量をスプー
ンで取るなど、まだまだ難しい部分はありますが、保育者と一緒に確認しながら、少しずつ食事のマナー等も知っ
て い け た ら と 思 い ま す 。 (漬 野 ) 1 ‐ ド “ - .- ,, ‘・、 ~- ー

<今月の目標>

・自分で達成できる事に喜びを感じ、身の回りの事を

進んで行える様にする。

・食事のマナーを知り、自ら行おうとする。
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散歩では、どんぐり公園やビオトープヘ出かけています。秋の自然の中で探索活動を楽しみ、/;▼:-
リア ーナムm- せ+ 量M ナロ(,- フしキナフ =- 工←Un十ブハ十ナセ ロ(- と十爪 t b十十ーは‘ェ
一‘ , こん ツ プ各り栗寺せ兄ノ {ノQ( 嬉 してつ{しチーし取っL いましに。兄ノ 1ノに b のせ絹ごしWU 腕白・
せきソ 仕草で教えてくれたり、「あった」「ここ」などの言葉でも表現したりしています。
保育士等や友だちともポールを追いかけたり、転がしたり芝生の上をハイハイして身体も十分に動かして遊
びました。制作では、タンポを使ったスタンプを楽しみました。タンポの感触を楽しみながらペタペタと沢
山画用紙に色を付けてし、ました。
一人一人が自分の思いを仕草、D南語、言葉などで表現したことを、丁寧に受け止め嬉しさを感じられるよ
うにしだいと思います。思う存分自然へ触れたり、思い思いに表現したりする経験を積み重ねていきたいと
思います。(小林)

<今月の目標>

・戸外で自然物に触れ、季節を感じながら、

保育士等や友だちとの関わりを楽しむ

・感染症や気温の変化に気を付けながら、

健康で快適に過ごせるようにする。



ここ数日、朝晩と冷え込む日が続きますが、園では手洗いうがいをこまめに行い、子どもたちが自分
/
む り,纏 競艇 う瞳 撒 い 。
--一′ 運動会まで数日となり、朝の会では「あと何回寝たら運動会なの ?」と楽しみに待つ姿がありました。
かけっこを始めた頃は“走るのが楽しい" と笑顔で走る姿がありましたが、練習を重ねるにつれて「もっと早く
走りたい !」「一番になりたい !」という気持ちが強くなってきたようです。幼児クラスで運動会の内容を見せ
合う中で、お兄さんお姉さんに早く走る方法を聞いたり、帰りの会でも子どもたちとアイディアを出し合い、当
日に力を発揮できるようにしてきました。大勢の前で緊張する姿もあると思いますが、運動会の日はみんなで笑
顔で参加し、成長した姿を見せることが出来ればなと思います。
また、秋も深まり、戸外遊びではますます自然探索を楽しむ姿が見られています。木の実だけではなく色が違
った葉っぱを見つけてごっこ遊びをしたり、草花を色水と混ぜたりと、遊び方もどんどん広がってきました。今
月は図鑑を用いながら、木の種類によって葉っぱの色や形が違うことに気付いたり、匂いや手触りを知るなど、
五感を使って秋の自然物により興味や関心、を持てるように遊びの中に取り入れていきたいと思います。G音≧井)

<今月の目標>
◇自分の身の回りの環境に関心、を持って

生活していけるようにする。

小自然など身近な環境に関わりく興味・関心、を持つ。

外に出ると気温を肌で感じ、「風があって涼しいね」と気温の変化に気付く姿や公園に行くと「ト
ンボがいる」「どんぐり持って帰りたい」と生き物や植物などに興味津々で、部屋に戻ると「さっき

曇盤膨 のトンボは…」と自ら図鑑などを用いて調べる姿が見られました。また、戸外活動から帰ってくると
「手洗いうがいしないとだね」と子どもたちで声を掛け合いながら丁寧に行っており、清潔を

保てるようになってきました。
「ほし組は何するの」「運動会楽しみだな」と運動会に向け期待感を持ちながら過ごしてきた子どもたち。
リレーやバラバルーンの練習が始まると「タイミング合わせるの難しいな」「リレー負けちゃうからいやだ」
と悔しさから話しをする子どももいましたがつき組さんから「「・2 ・3って声をかけよ」「負けても次勝て
ば大丈夫だよ」など励ましてもらうと一緒に最後まで練習を頑張る事が出来ました。技が成功すると「協力し
たらできたね」と嬉しそうに伝え合う姿に成長を感じられ、とても良い経験になったようです。今後も協力
し、助け合いながら困難も乗り越えていける力を育んでいきたいと思います。(長浮)

<今月の目標>
◇自分の不安や葛藤の気持ちを安心、して表現し、安心、
感をもって過ごせるようにする。
◆身近な自然の美しさや不思議さに気付き、興味や関
心1を持つ
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4月から活動の中で取り入れていた組体操を行っていくうちに、「お母さん、お父さんに見せたい」　 　 　
　
　

事 三 レハス密日十山触黙 、雷封△m 整 +±レ十7☆ロー、・ホーレ′-ホ m △±拓;古コE{7 キヰ十に′ が胎 H 「ヱ
も、ノー嚇 LVIJ 勾引冗▽山ヌ□-リ、建到 ZiW 昆購又L し＼神の吟"ひしし 1し登り、フ小＼駅コドーJ 、-c U んi れWIO 十て
＼*≧ザ んなの簡単だよ」「あんまりやりたくない」等、様々な声がありましたが、繰り返し取り組んでみる
と、いつしか真剣な子どもたちの表情になっていました。「人では出来ない技もあり、みんなで力加減や気持ち
を合わせなければ難しいこともあります。振り返ると思いのすれ違いで「出来ない」と、涙する場面も見られま
した。しかし、練習したり諦めなければ出来ることを知っている子どもたちは、自由遊びでも「組体操練習しだ
い !」と、前向きに友だちと一緒に頑張る姿に大きく成長を感じました。保育園生活最後の運動会、今までの友
だちとのチャレンジや狩を当日、発揮してもらいたいと願っています。
また、小学校授業体験を通して、子どもたち自身が就学に向けての意識をし始めています。運動会を終えた後
から午睡もなくなり、特別活動が始まります。次はどんな活動をするのか、そのための自分の行動に見通しを持
って行動出来るようになってほしいと思っています。(杉村)

<今月の目標>
◇自分の体調が分かり、それに合わせて管理出来るよう
にする。
今時間を意識しながら見通しを持った行動をする。
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だんだんと朝夕の冷え込みが増しています。「日のうちの寒暖差が大きいと、風邪をひきやす<

なります。衣服の調整をしながら寒さに負けない丈夫な身体つ<りをしていきましょう。

《" 月8日ぃじ適う中e 》

私たちの□の中は中性 (PH7) に保たれてし、ます。糖質を含ん

だ食べ物を食べると□の中は酸性に傾き、歯の表面のエナメル質

が酸で溶け始めます (脱灰だつかい)。

酸性に傾いた□の中は、唾液の力で中和され、また本来の中性

の状態に戻ります (再石灰化)。このように歯は脱灰と再石灰化が

絶えず繰り返されてし、ます。0垂液の働きで歯は守られています。

・むし歯予防 歯磨き、食習慣を見直しましょう
① 歯磨きでプラーク(歯垢)を取り除くことでむし歯菌を減らすことが出来ます。

きれいに磨けているか、保護者が確認し仕上げ磨きをしましょう。

②よく噛んで、唾液を出して□の中の汚れを洗し、流しましょう。

③おやつは、時間を決めて規則正しくおやつを食べるようにしましょう。

砂糖を含んだ飲食物をだらだら食べると、□の中はいつもむし歯菌が酸をつ<り続

けていることになります。

日本歯科医師会「お□の病気と治療」より

感染性腸炎 (ノ□ウイルス・□タウイルス)のお子さまが増えてくる時期となりました。

よく「胃腸の風邪」「お腹の風邪」とも言われています。

非常に感染力が強く、経□感染・飛沫感染・接触感染し、主な症状は唖吐と下痢で、吐物と便の中に多量の

ウイルスが含まれ、少量のウイルスでも感染します。

ノ□ウイルスは潜伏期「2~48 時間で多<は 3~5 日でよくなります。有効な薬と予防接種はありません。

ロタウイルスは潜伏期「~3 日で0匝吐・下痢に加え発熱を伴うことも多いです。

それぞれ脱水に留意が必要です。 全国社会福祉協議会 「新・保健保育の基礎知識」より

登園基準について
~厚生労働省「保育所における感染症対策ガイドライン」~

【下痢症状において】

・登園を控えるのが望ましい状態とは…

・24 時間以内に 2 回以上の水様便がある。

・食事や水分を摂ると下痢がある (4回/日以上)。

・体温が平熱より高めで、朝排尿がなく、機嫌が悪く元気がない。

●保育が可能な状態とは… --, ▲ーー
・感染のおそれがないと診断されたとき。

・24 時間以内に 2 回以上の水様便がなく、食事や (

水分を摂っても下痢がないとき。

園にて、発熱 (37.5qC以上)、複数回

の下痢・0区吐など感染の可能性があ

る症状が認められる場合、経過観察

しながら、速やかなお迎えの依頼を

いたします。また、保育可能な状態

(左記参照)にて登園を再開される

時、「登園届」が必要な場合は、必ず

当日の朝に提出してください。

※未提出の場合はお預かりができま

せん。ご理解・ご協力をお願いいた

します。
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おにぎり作り 半バター作り 畢鮭を捌きました
花組さんの初クッキング ! 生クリームをシャカシャカ辰って みんなが大好きな鮭、捌かれる瞬間を真剣

にみつめ、「命をいただくということ」
様々な形を作っていました p 美味しいバターが出来ました P について学びました。

愛さ像も峻達三鯵富も興ぜ、亀島愛 渋亀富も
木の葉が色づき、秋も深まってきました。園では、白菜や根菜類、きのこなどの句の野菜を沢山取り入れ、様々
な食材が経験でき、身も心も温まるような献立を提供していきます。
また、1「月 15 日には七五三献立を提供します。七五三は、子どもが無事に成長したことをお祝いする日と言
われています。昔は乳幼児期の死亡率が高く、子どもの健やかな成長を祈ることには切実な意味が込められていま
した。当日はお赤飯やもみじ人参、紅白ゼリーなどを献立に取り入れ、子どもたちに七五三の時に食べる物の意味
を伝えながら、行事食に親しめるようにしていきたいと思います。

おすすめレシピ

~ スイートポテトパイ~ ′ミ r
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《材料》 ※4~5 個分 、.-

さつまし、も 15og 《作り方》 、ご二
ず

グラニュー糖 25g ① さつま芋を蒸す or苑でて潰す

(砂糖でも可) ② ①にグラニュー糖、生クリーム、バターを入れて

無塩バター 「2g 滑らかにする

生クリーム 20g ③ パイシートを伸ばし、食べやすい大きさに切る

黒ゴマ 適量 下の生地はフォークで穴をあげ、上の生地は切り込みを入れる

パイシート 「枚 さつま芋クリームを乗せ包む

(「ィ×「8cm) ④ シートの接着部分はフォークを押し付ける

卵黄 1個分 ⑤ 卵液を全体に塗り、黒ごまをかけ200qCで 10~15 分焼く

白菜の葉をちぎってみよう! - 篭鯵

白菜は秋から冬にかけて句を迎えます。寒くなると糖分を蓄えるようになる為甘みが増し、より一層
おいしく食べられます。また、風邪予防に効果的なビタミンC、カルシウム形成に必要なビタミン K が
豊富に含まれています。
乳児さんでも実践しやすい上、スープや鍋、お浸しなど、様々な料理に取り入れられる為、親子で
楽しくクッキングしてみてはいかがでしょうか。
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